
▲ビラなどを配り人権意識の高揚を呼びかけました

▲自身の体験などを話される桂こけ枝さん

▲契約書に押印する各商工会長ら

　
十
二
月
十
一
日
か
ら
三
十
一
日

に
か
け
て
、
京
都
府
交
通
対
策
協

議
会
に
よ
る
、
年
末
の
交
通
事
故

防
止
府
民
運
動
が
京
都
府
内
の
各

地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
南
丹
市
で
も
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
日

ご
ろ
か
ら
行
う
こ
と
で
、
交
通
事

故
防
止
の
徹
底
を
呼
び
か
け
る
啓

発
パ
レ
ー
ド
を
十
一
日
に
行
い
ま

し
た
。
パ
レ
ー
ド
に
は
、
南
丹
船

井
交
通
安
全
協
会
南
丹
支
部
の
会

員
や
南
丹
警
察
署
、
市
職
員
が
参

加
し
、
市
内
全
域
を
パ
レ
ー
ド
し

て
市
民
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　
十
二
月
十
九
日
、
南
丹
市
内
の

四
つ
の
商
工
会
の
合
併
契
約
調
印

式
が
南
丹
市
国
際
交
流
会
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
南
丹
市
の
合
併
に
伴
い
、
園
部

町
・
八
木
町
・
日
吉
町
・
美
山
町

の
各
商
工
会
で
は
、
南
丹
市
地
区

商
工
会
合
併
協
議
会
を
平
成
十
九

年
六
月
十
五
日
に
発
足
。
商
工
会

の
合
併
に
向
け
た
協
議
を
重
ね
ら

れ
、
本
年
四
月
一
日
に
「
南
丹
市

商
工
会
」
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
調
印
式
で
は
、
各
商
工
会
長
が

「
商
工
会
合
併
契
約
書
」
に
署

名
、
押
印
さ
れ
ま
し
た
。

育てよう　一人ひとりの　人権意識
ー人権週間街頭啓発・南丹市人権講演会ー

交
通
事
故
防
止
の

徹
底
を
呼
び
か
け
る

四
月
一
日
に
南
丹
市

商
工
会
が
誕
生

|
南
丹
市
内
商
工
会

　
　
　
合
併
契
約
調
印
式
|

八
日
に
は
南
丹
市
国
際
交
流
会
館

の
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
で
、
南
丹
市
人

権
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
演
会
は
、
落
語
家
の
桂
こ
け

枝
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
「
こ
け

枝
の
ほ
の
ぼ
の
人
権
噺
」
と
題
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
桂
さ
ん
は
、
先
天
性
股
関
節
脱

臼
で
あ
る
自
身
の
体
験
な
ど
か

ら
、
「
社
会
が
一
つ
に
な
っ
て
、

人
権
の
問
題
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
人
権
問

題
を
考
え
る
う
え
で
、
一
人
ひ
と

り
に
合
わ
せ
た
配
慮
を
考
え
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
は
高
座
を
設

け
、
落
語
「
ち
り
と
て
ち
ん
」
を

披
露
。
訪
れ
た
お
よ
そ
二
百
人
の

出
席
者
は
、
話
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

|
年
末
の
交
通
事
故

　
　
　
　 

防
止
府
民
運
動
|

　
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の

人
権
週
間
、
「
育
て
よ
う
　
一
人

ひ
と
り
の
　
人
権
意
識
　
〜
思
い

や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命

を
大
切
に
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
全

国
各
地
で
人
権
意
識
の
高
揚
に
向

け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
南
丹
市
で
は
十
二
月
七
日
に
市

内
の
九
カ
所
で
街
頭
啓
発
を
行

い
、
市
人
権
擁
護
委
員
や
市
職
員

ら
が
参
加
し
て
、
市
民
に
啓
発
の

ビ
ラ
と
カ
イ
ロ
、
ク
リ
ー
ナ
ー
を

配
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
人

権
に
つ
い
て
考
え
、
正
し
い
知
識

を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
翌

　
美
山
の
各
地
域
振
興
会
が
進
め
て
こ
ら
れ
た
、
〝
住
民
が
自
ら

の
手
で
行
う
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
〞
が
、
全

国
の
模
範
と
な
る
先
駆
的
な
取
り
組
み
と
し
て
大
き
く
評
価
さ

れ
、
地
方
自
治
法
施
行
六
十
周
年
記
念
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
国
が
地
方
自
治

法
施
行
の
周
年
を
記
念
し
て
十
年

に
一
度
行
う
も
の
で
、
都
道
府
県

お
よ
び
市
町
村
の
行
政
に
積
極
的

に
参
画
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
民

間
団
体
、
住
民
自
治
組
織
な
ど
に

贈
ら
れ
ま
す
。

　
十
一
月
二
十
日
、
東
京
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
天
皇
皇
后

両
陛
下
ご
臨
席
の
も
と
関
係
者
約

二
千
五
百
人
が
出
席
し
て
開
催
さ

れ
た
式
典
に
は
、
知
井
振
興
会
の

名
古
友
弘
会
長
が
代
表
し
て
出
席

さ
れ
、
表
彰
状
と
記
念
の
盾
を
受

け
取
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
月
二
十
六
日
に
は
、
五
人
の

各
地
域
振
興
会
長
が
市
役
所
を
訪

れ
、
佐
々
木
市
長
に
「
こ
の
表
彰

を
励
み
に
各
地
域
の
特
性
を
生
か

し
、
ま
す
ま
す
地
域
の
活
性
化
を

図
り
た
い
」
と
受
賞
を
報
告
。
市

長
は
、
「
こ
れ
ま
で
の
地
道
な
取

り
組
み
が
全
国
に
認
め
ら
れ
た
も

の
。
こ
れ
か
ら
は
市
民
参
画
・
市
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市内を啓発して回ったパレード

地
方
自
治
法
施
行
六
十
周
年
記
念
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

地
方
自
治
法
施
行
六
十
周
年
記
念
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

住民自らが企画立案する地域づくりに貢献
ー美山地域振興連絡協議会ー

民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
ま

す
ま
す
重
要
と
な
る
。
そ
の
模
範

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
充
実
し
た

活
動
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

◆
地
域
振
興
会
の
発
足
◆

　
旧
美
山
町
で
は
、
第
三
セ
ク
タ

ー
に
よ
る
定
住
対
策
や
、
都
市
交

流
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、
地
域

の
活
性
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
人
口
減
少
に
よ
り
、
各

地
域
の
活
力
が
低
下
し
、
さ
ら
な

る
地
域
活
性
化
対
策
が
求
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
平
成
十
一
年
、
住
民
出

資
の
有
限
会
社
を
設
立
し
、
旧
村

単
位
で
あ
る
知
井
・
平
屋
・
宮

島
・
鶴
ケ
岡
・
大
野
の
五
地
区
の

廃
止
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
支
所
跡
を
地
域

の
生
活
拠
点
と
し
て
再
生
。
日
用

品
の
販
売
な
ど
、
住
民
生
活
の
利

便
性
向
上
を
図
る
ほ
か
、
農
地
保

全
や
福
祉
活
動
に
も
取
り
組
む
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
平
成
十
三
年
、
「
住
民

生
活
の
利
便
性
向
上
」
「
地
域
課

題
の
掘
り
起
こ
し
」
「
人
材
の
発

掘
・
育
成
」
の
基
本
理
念
の
も

と
、
地
域
に
密
着
し
た
幅
広
い
分

野
を
住
民
自
ら
手
づ
く
り
で
担
う

組
織
と
し
て
、
五
つ
の
地
域
振
興

会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

 

◆
地
域
に
密
着
し
た

　
　
　
　
　
　

 

振
興
会
活
動
◆

　
地
域
振
興
会
は
、
地
域
の
将
来

計
画
を
立
て
、
住
民
要
望
を
実
現

す
る
「
企
画
総
務
部
」
、
地
域
振

興
・
環
境
保
全
・
保
健
福
祉
を
通

じ
て
住
民
の
生
活
向
上
を
図
る

「
地
域
振
興
部
」
、
住
民
の
教
養

向
上
と
健
康
増
進
を
図
る
「
生
涯

学
習
・
社
会
教
育
部
」
の
三
部
制

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
活

動
は
、
多
く
の
観
光
客
が
集
ま
る

鮎
ま
つ
り
や
、
大
野
ダ
ム
の
さ
く

ら
・
も
み
じ
祭
り
な
ど
の
交
流
イ

ベ
ン
ト
か
ら
、
住
民
参
加
に
よ
る

地
域
別
運
動
会
、
懇
談
会
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
高
齢
者
サ
ロ
ン
活

動
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

子
育
て
支
援
な
ど
、
地
域
の
個
性

を
生
か
し
て
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
住
環
境
整
備
な
ど
住

民
要
望
の
集
約
、
住
民
票
の
発
行

や
公
金
の
取
り
扱
い
、
各
種
相
談

と
い
っ
た
行
政
の
支
所
的
機
能
も

担
う
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ば
な
し


